
厳粛に執り行われている「御奉謝祭」（おびしゃさい） 新調された大鳥居の社号額

地域が一丸となって目標に向かって行く心意気を持っています

夜遅くまでお囃子が響き渡ります

昔の国分祭礼。浴衣姿が懐かしい
青年團長に

引き継がれる半纏 次代を担う子ども達は地域の宝

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、地
域
の
方
々
か
ら
の
聞
き
取
り
を
中
心
に
、さ
ま
ざ
ま
な
文
献
・
史
料
か
ら
の
情
報
を
加
え
て
編
集
し
て
い
ま
す
。

内
容
等
に
つ
き
ま
し
て
ご
指
摘
や
ご
意
見
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
ご
連
絡
い
た
だ
き
、ご
教
示
賜
り
た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

古
く
は
天
明
七
年
の
村
鏡
明
細
帳
に「
諏
訪

大
明
神
」と
記
さ
れ
て
お
り
、諏
訪
神
社
は
古

由
緒

来
、国
分
村
の
氏
神
様（
鎮
守
）で
、明
治
四
十
一
年
に
は
字
荒
戸
に

あ
り
ま
し
た
が
、そ
の
後
昭
和
二
年
に
近
隣
十
一
社（
十
二
社
か
）

の
合
祀
に
よ
り
現
在
地
に
遷
社
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
時
に
建
立

さ
れ
た
花
崗
岩
造
り
の
大
鳥
居
は
、姿
、大
き
さ
と
も
に
近
在
に
も

稀
な
美
麗
な
も
の
で
し
た
。諏
訪
神
社
は
氏
子
総
代
長
を
は
じ
め

と
す
る
責
任
三
役
等
、氏
子
総
代
に
よ
っ
て
し
っ
か
り
と
管
理
運

営
さ
れ
て
お
り
、一
七
〇
坪
を
誇
る
境
内
は
、高
張
提
灯
、幟
旗
、大

鳥
居
の
社
号
額
の
新
調
、参
道
入
口
の
看
板
等
、近
年
年
を
追
う
ご

と
に
整
備
さ
れ
区
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

諏
訪
神
社

　

国
分
地
区
の
お
祭
り
は
、古
く
は
地
元
国
分
村
生
ま

れ
の
彫
刻
師
、後
藤
喜
三
郎
橘
義
信（
行
貝
福
松
）の
彫

物
か
ら
な
る
明
治
二
十
年
前
後
に
制
作
さ
れ
た
大
天
王

（
大
神
輿
）で
し
た
。そ
の
後
、明
治
四
十
五
年
に
他
地
区

よ
り
購
入
し
た
と
さ
れ
る
現
在
の
山
車
の
お
祭
り
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。祭
礼
日
は
例
年
十
月
十
日（
十
日
ま

ち
）に
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、平
成
十
二
年
か
ら
の

ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー
制
度
の
適
用
に
よ
り
、体
育
の
日

が
十
月
第
二
月
曜
日
に
な
っ
た
事
や
近
年
の
社
会
状
況

の
変
化
に
伴
い
、平
成
十
三
年
か
ら
は
秋
季
例
大
祭
と

し
て
、体
育
の
日
の
前
日
の
日
曜
日
に
祭
典
や
山
車
の

曳
き
廻
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
時
、数
年
間
山
車
の
曳
き
廻
し
の
な
い
時
代
が
あ

り
ま
し
た
が
、昭
和
四
十
年
代
頃
よ
り
復
活
し
青
年
団

が
中
心
と
な
っ
て
山
車
の
運
行
等
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。近
年
、三
年
間
の
話
し
合
い
を
経
て
、区
、神
社
、青

年
団
が
理
解
協
力
し
合
い
、平
成
二
十
五
年
の
秋
季
例

大
祭
よ
り
、地
域
が
一
つ
と
な
っ
た
区
主
催
の
お
祭
り

に
な
り
ま
し
た
。

　

修
理
、補
修
、大
改
修
や
新
調
が
行
わ
れ
た
自
慢
の
山

鎮
座
地 

： 

館
山
市
国
分
字
天
神
前
九
六
五

　

国
分
地
区
の
青
年
団
は
平
成
十
二
年
頃

ま
で
は
、団
員
が
少
な
く
団
員
確
保
・
増
員

が
課
題
で
し
た
。そ
の
た
め
、何
と
か
青
年

団
を
発
展
さ
せ
地
域
を
盛
り
上
げ
た
い
と
、

青
年
団
の
中
心
行
事
で
あ
る
お
祭
り
に
団

員
一
同
一
致
団
結
し
て
、衣
装
の
作
製
、山

車
の
整
備
、子
ど
も
達
へ
の
温
か
い
指
導

等
、若
い
力
を
精
一
杯
注
い
で
き
ま
し
た
。

現
在
で
は
、二
十
人
足
ら
ず
だ
っ
た
団
員
も

倍
以
上
に
増
え
、多
く
の
学
生
や
子
ど
も
達

で
溢
れ
て
い
ま
す
。

　
「
お
祭
り
を
通
し
て
こ
の
地
域
を
盛
り
上

げ
た
い
」と
い
う
熱
い
思
い
が
正
に
原
点
で

あ
り
、そ
の
情
熱
は
若
い
団
員
や
地
元
の
子

ど
も
達
に
、伝
統
と
し
て
し
っ
か
り
と
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。館
野
地
区
の
芸
能
祭
に

お
囃
子
で
参
加
し
た
り
、最
近
で
は
区
の
行

事
以
外
に
も
南
総
里
見
ま
つ
り
等
、市
の
イ

ベ
ン
ト
等
に
も
積
極
的
に
参
加
し
た
い
と

息
を
弾
ま
せ
て
い
ま
す
。区
や
神
社
、子
ど

も
会
ほ
か
地
域
の
多
く
の
組
織
の
理
解
協

力
の
下
、人
と
人
と
の
結
び
つ
き
と
助
け
合

い
で
一
丸
と
な
っ
て
逞
し
く
目
標
に
向
か

い
進
ん
で
行
く
心
意
気
は
、孝
子
や
義
人
の

精
神
が
現
在
も
息
づ
く
自
慢
の
仲
間
、そ
し

て
地
域
で
す
。

地
域
の
自
慢
・
青
年
団

自
慢
の
祭

祭
神
　
建
御
名
方
神　
　
　

宮
司
　
黒
川  

彰

●
例
祭
日
　
十
月
十
日

　（
現
在
は

　
体
育
の
日
の
前
日
の
日
曜
日
）

●
本
　
殿
　
神
明
造
り

●
鳥
　
居
　
明
神
鳥
居

●
境
内
坪
数
　
百
七
十
坪

●
神
　
事

　
一
月
：
初
詣
祭

　
二
月
：
御
奉
謝
祭（
お
び
し
ゃ
さ
い
）

　
七
月
：（
夏
季
例
大
祭
）

　
十
月
：
秋
季
例
大
祭

●
氏
子
数
　
二
三
五
世
帯

　

現
在
は
二
月
第
四
日
曜
日（
以

前
は
二
月
二
十
七
日
）に
執
り
行

わ
れ
て
い
る「
御
奉
謝
祭
」（
お
び

し
ゃ
さ
い
）や
、秋
季
例
大
祭
で
は
、

鶴
ヶ
谷
八
幡
宮
よ
り
伝
わ
っ
た
と

さ
れ
る
生
の
奏
楽
演
奏
が
地
元
の

人
々
を
中
心
に
継
承
さ
れ
、祭
典

を
神
秘
的
で
よ
り
厳
か
に
し
て
い

ま
す
。神
社
の
裏
に
は
知
る
人
ぞ

知
る
、遮
断
機
の
な
い
可
愛
い「
お

宮
踏
切
」が
あ
り
、素
朴
な
風
景
の

中
で
守
ら
れ
て
き
た
神
社
で
す
。

車
を
中
心
に
、祭
礼
衣
装
は
以
前
は
浴
衣

等
毎
年
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、十
数
年

前
よ
り
襦
袢
や
半
纏
を
揃
え
、子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
皆
が
一
体
と
な
り
、和
や
か

で
楽
し
い
雰
囲
気
に
包
み
込
ま
れ
ま
す
。

毎
年
三
週
間
に
亘
る
祭
礼
前
の
お
囃
子
練

習
で
は
、子
ど
も
達
に
は
優
し
く
し
っ
か

り
と
太
鼓
を
教
え
、誰
も
が
参
加
し
や
す

く
努
め
て
い
ま
す
。青
年
団
等
の
仲
間
の

家
の
前
で
は
山
車
を
着
け
、賑
や
か
な
お

囃
子
が
鳴
り
響
き
ま
す
。


